


１．気象概要 
 台風第11号は、平成27年7月4日3時にマーシャル諸島近海で発生した。こ
の台風は、西よりに進み、7月10日にはマリアナ諸島で中心気圧925hPa、中
心付近の最大風速が50m/sと非常に強い勢力まで発達した。12日には進路を
北よりに変えて日本の南を北上し、16日23時頃には強い勢力で高知県室戸
市付近に上陸した。この時の中心気圧は960hPa、最大風速は35m/sだった。
その後、台風は17日6時過ぎに岡山県倉敷市付近に上陸し、中国地方を北上
した。17日の午後には日本海に進んで進路を北東に変え、18日3時には熱帯
低気圧に変わった。 
  

 関東甲信地方では、台風の中心からは離れていたが、台風の進行東側で
台風周辺の湿った空気が流れ込んだことで、15日の昼頃から断続的に雨が
降った。16日は広い範囲で雨となり、特に、南東～南側斜面を中心に激しい
雨が降り大雨となった。17日も日中にかけて広い範囲で雨となった。 
 

台風第11号の経路図  日本気象協会資料より 



２．出水概要 
  渡良瀬川の水位は、高津戸水位観測所は、最高水位１．７８ｍ、足利水位
観測所は最高水位１．７３ｍであった。 
  渡良瀬川管内の雨量は、足尾観測所で２０２ｍｍ、足利観測所で１６６ｍｍ
の雨を記録し、渡良瀬川上流部の高津戸流域での累加雨量は１７９．７ｍｍ、
渡良瀬川下流部の藤岡上流域では１８２．２ｍｍ、桐生川流域では１５５．８ｍ
ｍであった。 
 
  

雨 量

観 測 所 名 累加雨量（mm） 時間最大雨量（mm） 摘 要

細尾雨量観測所 234    22（7月17日 1時） 時間

久蔵雨量観測所 188    21（7月16日 9時） 時間

銀山平雨量観測所 228    21（7月16日8時） 時間

草木雨量観測所 170    28（7月16日8時） 時間

足尾雨量観測所 202   24（7月16日10時） 時間

楡沢雨量観測所 199    31（7月16日8時） 時間

大間々雨量観測所 144   21（7月16日8時） 時間

津久原雨量観測所 169   30（7月16日8時） 時間

桐生雨量観測所 145   31（7月16日7時） 時間

足利雨量観測所 166   41（7月16日8時） 時間

作原雨量観測所 196   38（7月16日10時） 時間

常磐雨量観測所 195   35（7月16日9時） 時間

小曽根雨量観測所 191   31（7月16日8時） 時間

松田雨量観測所 137   27（7月16日8時） 時間

流 域 雨 量

流 域 名 累加雨量（mm） 時間最大雨量（mm）

高津戸流域（渡良瀬川上流部） 179.7 28.1（7月16日 8時）

藤岡上流域（渡良瀬川下流部） 182.2 24.9（7月16日 8時）

桐生流域（桐生川） 155.8 27.2（7月16日 8時）
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３．事務所の体制・各種警報発表状況 

○渡良瀬川洪水支部体制の経過状況 

○水防警報発令状況 

○洪水予報の発表 

今出水では、洪水予報の発表はありませんでした。 
 

渡良瀬川洪水支部体制の経過状況

日 時 体制 体制内容

7月16日（木） 16:00 注意体制

渡良瀬川洪水対策支部は、平成27年7月16日16時00
分、支部を設置し注意体制に入る。

台風１１号の降雨により、洪水の恐れがあることから、事
前の災害対応に万全を期すため、渡良瀬川洪水対策支部
は、 平成27年7月16日16時00分、支部を設置し注意体制
に入る。

7月17日（金） 16:30 解除

渡良瀬川洪水対策支部は、 平成27年7月17日16時30
分、注意体制を解除し、洪水対策支部を解散する。

台風11号の降雨の影響による管内水位観測所の大幅な
水位上昇が、見込まれなくなったため、平成27年7月17日
16時30分、注意体制を解除し、洪水対策支部を解散する。

今出水では、水防警報の発表はありませんでした。 
 




